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次世代リサイクル促進 環境省  

全国展開へ国が事業者認可 

太陽光パネル 完全再利用想定 

＊環境省は使用済み太陽光パネルからレアメタル（希少金属）やガラスを

取り出すといった次世代のリサイクル事業を支援。 

＊現行法で処理業者は事業をする自治体ごとに許可を得る必要がありま

す。 

＊特例で環境省が一元的に審査、許可できるようにします。 

*特例の対象として太陽光パネルの完全リサイクルを想定。 

＊パネルは 25～30年間ほどで寿命を迎えます。 

*2030年以降に大量の廃棄が生じる見込み。 

＊ペットボトルからペットボトルを作る「ボトルｔｏボトル」技術も特例

に。 

*日本のペットボトルのリサイクル率は 8割を超え、米欧より数倍高く。 

＊産業廃棄物の処分量が多い業者には再資源化の実施状況を報告させ、公

表。 

（2024年 2月 12日 日本経済新聞記事より抜粋・引用） 

 


